
















































1970 年代から 80 年代半ばにかけて、沖縄の「国際児」支援運動は、日本政府に対
して国籍法改正を求め、「国際児」の日本国籍取得による日本社会への包含を目指し
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第四に、若者たちの「ダブル」のアイデンティティと、母親たちの「軍事化され
た移動」―これら能動的な生き方を含意する独自の概念
．．．．．．．．．．．．．．．．．
が、本論文の理論構造を 
フレームの中で展開されている。この〈柱〉は、論者のアプリオリな手持ちでは
ない。研究を進める過程で、研究対象の深部から掘り起こした分析概念である。こ
の掘り起こしを首尾よくなしえた調査法が、アクション・リサーチである。自ら集
団のメンバーとして課題の解決に責任を負いながら、研究を遂行する「アクション・
リサーチ」―その類い稀な研究成果として、本論文を位置づけることができる。 
 最後に、あえて今後の課題たりうる点を指摘すれば、本論文にはアメラジアンの
父親が登場しない。母親の生き方と対比させるためにも、父親の生活史を聞き取る
必要があるだろう。それから、本研究が索出した上記二つの分析概念をより堅固な
ものにするには、他国のアメラジアンとの比較研究が望まれる。いずれも今後の研
究に期待したい。 
 
以上の結果により、審査委員は一致して、本論文が甲南大学博士（社会学）の学
位にふさわしい業績であることを認めるものである。 
